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むらしたいせき

村下遺跡は､今の筒井1丁目

と筒井2丁目､通称｢筒井北通

り｣と呼ばれている道路をはさ

むようにして広がっている遺跡

です｡これまで遺跡があること

は知られていなかったもので､

マンションの建設工事がきっか

けになって発見されました｡何

度かの発掘調査によって､主に
やよいじだい

弥生時代の遺跡であることがわ;

かっています｡住宅が建ち込ん

でいるので､遺跡の正確な範囲

はほとんどつかめていません｡

右下の写真は､丸い
たてあなじ●うき▲あと

形の竪穴住居跡です｡

土地がかなり削られて

いたため壁があまり

残っておらず､壁に

沿って掘られていた幅

約40C皿の溝の形から､
ど

径約4mX4.6mの楕
えんけい

円形の住居跡であった

ことが判断されまし

た｡はば中央に､丸い

掘り込みがあります｡

ここからは炭が見つか
ち

り､炉であったと考え

村下遺跡の場所(円内)

られます.その周囲には､小さな穴が丸く並んでいます｡深さは50C皿から70cmはどあり､これは柱
ち●うけつち●うさ

が立てられていた柱穴です｡住居の時代は､弥生時代の中期の前半(約2100年前頃)のものと考え

られます｡竪穴住居跡を縦に切っている細長い溝は､住居よりも後の時代のもので､直接の関係は

ありません｡



約70cmあります｡この竪穴住居も弥生時代の中期前半のものです0

右は､今見た2つの竪穴

住居のすぐ近くに掘られて

いた大きな穴の写真です｡

中からは真っ黒い土と一緒
やJ:いどき

に混じって､弥生土器が捨

てられた状態で出土しまし

た｡竪穴住居の時期と同じ

時代の土器です｡おそらく

左の写真も竪穴住居

跡ですが､これは竪穴

の形が四角形になって

いるのがわかるでしょ

うか｡この住居跡も土

地が削られてしまって

いるため､壁の残りは

それほどよくありませ

ん｡中央にある底の
ち

白っぽい穴が炉です｡

炉の両側に2つの丸い

穴が見られますが､こ

れが柱穴です｡深さは

ここに住んでいた人達が､家のすぐ近くに穴を掘っ

て､使えなくなった土器を捨てたものだと思われま

す｡土器しか残っていませんでしたが､もともとは

色々なゴミも一緒に捨てられていたことでしょう

右の写真は､

土器の出土の様

子を近づいて見

たところです｡
かめ

喪の破片がまとまった場所で､重なるようにして出てきていま
いこう

す｡こういう遺構によって､弥生時代の人達がどういう土器を

使っていたのかを知ることができます｡

左は､この穴から出土した嚢の破片をっなぎ合わせて､元の

形に復元したものの一つです｡口の大きさの割に､底が小さい

のが特徴的です｡


